
ふじすえ　ひろみ

え
す
じ
ふ

み
ろ
ひ

物
価
高
対
策
で
く
ら
し
を
守
り
ま
す

・
消
費
税
の
廃
止
を
め
ざ
し
、
５
％
に
緊
急
減
税

・
中
小
企
業
に
支
援
し
、最
低
賃
金
す
ぐ
に
１
５
０
０
円
、

１
７
０
０
円
へ

労
働
時
間
の
短
縮

・
年
金
の
引
き
上
げ
、
国
保
・
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

１９６０年生まれ 渦森台在住 東神戸病院臨床検査技師 夫家族、（藤末衛東神戸病院医師） 子２人プロフィール

は
表
代
例
比

い
さ
だ
く
き
書
お
と

日本共産党は
企業団体献金・政党助成金を

受け取りません。

　

前
回
総
選
挙
か
ら
１
年
余
、皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
き

ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
に
苦
し
む
人
か
ら
は「
な
ん
と
か
し
て
ほ
し

い
」と
の
切
実
な
声
。

　

医
療
現
場
で
は
患
者
さ
ん
の
悲
鳴
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

す
す
ま
な
い
物
価
高
対
策
、最
低
賃
金
１
５
０
０
円
の

実
現
や
消
費
税
減
税
に
背
を
向
け
る
政
治
を
変
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、憲
法
９
条
を
投
げ
捨
て
、す
す
め
ら
れ
る
大

軍
拡
。

　

こ
ん
な
政
治
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
の
声
を
必
ず
届
け
ま
す
。今
度
こ
そ
国
会
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い

私たちはブレない。高市政権に正面から対決
今こそ賃上げ 消費税減税 平和をこわす軍拡NO！

・
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
安
保
法
制
を
廃
止

・
憲
法
９
条
を
生
か
し
、
平
和
・
対
話
外
交
を

平
和
も
暮
ら
し
も
壊
す
大
軍
拡
ス
ト
ッ
プ

・
選
択
的
夫
婦
別
姓
、
男
女
賃
金
格
差
の
是
正

・
外
国
人
差
別
・
排
外
主
義
は
許
さ
な
い

人
権
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

・
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止

・
政
党
助
成
金
の
廃
止

裏
金
問
題
な
ど
腐
敗
政
治
を
正
す

・
み
ん
な
が
憩
え
る
王
子
公
園
に

・
市
バ
ス
の
バ
ス
路
線
削
減
ス
ト
ッ
プ

・
六
甲
病
院
移
転
や
め
、
地
域
医
療
・
介
護
を
守
り
抜
く

・
大
学
学
費
の
値
上
げ
中
止
、授
業
料
半
減
・
入
学
金
ゼ
ロ

・
高
校
卒
業
ま
で
教
育
の
無
償
化
を

地
域
課
題
の
解
決
に
も
全
力

・
原
発
ゼ
ロ
、
神
鋼
石
炭
火
力
発
電
所
の
中
止
を

気
候
危
機
打
開
へ

推薦します
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